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提示 された。積極的支援後の 自己記録期 間（self

monitoring ）を （A ）、そ の 後の動機づ け支援期間

（motivational 　counseling ）を （C ）、そ の 後 の 自己

記録期間（self 　monitoring ）を （A ）、そ の 後の 改善

された フ ィ
ードバ ッ ク期（i皿 proved　self

　　　　　　　　 問題と目的

　 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ドロ
ーム の 診断を受 ける と、

特定保 健指導 の 対象 となる 。 生活 習慣 病 の リス ク

の 高 い 場合に は
“
積極的支援

”
、リス クはある も

の の 緊急性の ない 場合に は
“

動機づ け支援
’

の い

ずれ か 6 か 月間 の 指導を受ける こ とが で き るが 、

受診者 の 健康 改善行動 の 継続 には い くつ か の 困

難が伴われ る こ とが ある 。

一
方、特定保 健指導 に

係 らずさま ざまな減量プ ロ グラム 等 で 、 身体的 指

標 の 変化 の 自己記録 に は減量行動 へ の 強化効力

が認 め られ て い る。本研究 の 目的は、特定保健指

導期間終了後 の 自己記 録 が
、 継続 され な か っ た り、

あるい は指導期間中に は 見られて い た測定値 の

漸減傾 向が なくなる よ うな こ とを回避する た め

の 方 策の 検討であ る。

　　　　　　　　　 方法

対象者　本研究 開始時 56 歳 の 男性 A 。職場 の 健

康診 断 で メ タボ リ ッ ク シ ン ドロ
ーム 基準該当 の

判定 を受け、特定保健 指導の 対象者 とな っ た 。

20XX 年に 6 ヶ 月間の
“

積極的支援
”
、20XX ＋ 1

年 に 6 ヶ 月間 の
‘‘

動機づ け支援
”

を受 けた 。

手続 き 本研 究 で は、動機 づ け支援指導終了後 80

週間の 自己測定 ・自己 記録の 行動維持 と測定 時 の

フ ィ
ー

ドバ ッ ク情報の有効な提示方法を検討 し

た 。 ABACAD デザイ ン （正確には ABCDC

E デ ザイ ン ）を用 い 、積極的支援を受け る前 4 ヶ

月間の ベ ース ライ ン （A ）には 、 就 寝前 の 体重 記

録データを用 い た 。 積極 的支 援期間（active

counseling ）を （B ） と し た 。
　 B 期 で は メ タボ リッ 　T5

ク シ ン ド ロ ーム 脱出 に 向けた 5 っ の 行 動 目標 （ 

歩行 、  自転車走行、  禁酒、  野菜摂取、  腹

八分 目 の 夕食）を設 定 し、就寝前の 体重を記録 し　
・

た。こ れ ら行動 目標 の 達成状 況 と体重変化 は本研 耆

究期間中継続記録 され 、体重 変化は グラ フ 化 して 要

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 G5

monitQring ）を （D ）と した （figurel）。　D 期で は、

体重 の 記録 ご とに測 定 日の 前 1週間 の 平均値 との

差に応 じて GOOD ！（減少に 対応 した強化子）か

FIGHT ！（増加に対応 した罰 子）の フ ィ
ー

ドバ ッ

ク刺激 が提示 され た。

　　　　　　　　 結果 と考察

身長 と標 準的 BM 【値か ら、対象者 A の適正 体重は

65kg と算出 された。研究開始時の 体重（73kg）か ら

漸減 し、研 究終了時には標準体重に 到達 した 。こ

の 間 、 積極 的支援に よ る減量 へ の 効果 は 明 ら か で

あ っ たが、動機づ け支援 の 効果は明確で はな か っ

た 。自己 記録第 1 期に は 前半に 効果が見 られたが

後半は見 られ な くな っ た
。 自己 記録第 2 期 に は 効

果 は見 られなか っ た。改善された フ ィ
ー

ドバ ッ ク

期に は 持続的な漸減傾向が見 られ た 。 こ の 期の 特

徴は 、フ ィ
ー

ドバ ッ ク刺激 が測定 当 日 の 測 定値 を

単純に 反 映 し たもの で は な く、過去 7 日分の 平均

測定値をもとに提示 された こ とで ある。直前 日 よ

りも体重が 増加 し て い て も過去 7 日分の 平均値 を

も とに強化子 が提示 され る こ ともある などの 意

外性要因の 付加 によ り減量行動 への 動機 づ けを

維持で きた と考え られ る。

また、設 定された行動 目標 の 最終的な達成度は、

自転車走行 73．4％ 、 腹八分 目の 夕食 68．4％、禁酒

43．0％、歩行 21．5％、野菜摂取 17．7％で あ っ た 。

　すなわち、自己記録 を強化・維持する た め の プ

ロ グ ラム と、適度の 有酸素運 動 と節食が適 正 体重

の 回復 に 有効 で あ っ た と推察 され る。
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